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三月前期のブロイセンに券ける「農民解放」

による農村杜会制度の変化とその政治的作用

三月前期のブ ロイセソにおげる「杜会問題」と

杜会政策および中間層政策の展開ケつ

川　本　和　良

問題の所在

Ｉ　三月前期におけるｒ杜会問題」一第２６巻第５号，第６号

Ｉ　三月前期における政策の展開

　〔Ｉ〕国家的杜会政策の開始＝１８３９年の児童保護揚定一第２８巻第２号，第２９

　　　巻第２号，第４号

　〔Ｉ〕中問層政策の開始＝１８４５年の営業令

　　　Ｉ　考察の対象と意義

　　　（１）対象とする時期について

　　　（２）対象とする地域について

　　　（３）中間層政策を考察する意義について

　　　　１）１８４５年の営業令以降におげるブ ロイセソとトイソの中間層政策の

　　　　　概観とその特徴　　第３６巻第２号

　　　　２）　プ ロイセソとドイツの階級杜会の特徴

　　　　３）１８２３年の州議会の設立と官僚制

　　　　４）　自由主義的経済政策の展開と州議会

　　　　５）官僚の州議会への進出　　第３６巻第３号

　　　　６）「農民解放」による農村杜会制度の変化　　以上本号

皿　ｒ三月革命」と政策の展開

　６）「農民解放」による農村社会制度の変化とその政治的作用

　騎士領所有者と農業労働者およぴ農民との間の政治的，杜会的，経済的関係

を一瞥するためには，「農民解放」による農村杜会制度の変化とそれの政治的

作用を考察する必要がある。「農民解放」は，プ ロイセソがナポレオソに敗れ ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０２）



　　　三月前期のプロイセソにおけるｒ農民解放」による農村杜会制度の変化（川本）　　
９９

西ニノレベ地域の領土を喪失し，王国ヵ沖部と東部諸州に縮少した時に実施され ・

ウィ＿ソ会議後，ライソ州とヴ ェストファーレソ州を獲得するカミ・ここでの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
ｒ農民解放」は，東エルベ地域とは異った杜会構造の基礎上で，ナポレオソ支

　　　　　　　　　　　　　　　　２）
配下において異った方法で実施された。したが って，東エノレベ地域の考察カ坤

心となる。「農民解放」の時点におげる農村人口はプ ロイセソ人口の七分の五

　　　　　３）
を占めていた 。

　１８０７年の「１０月勅令」は，「土地所有者の信用」とｒ労働の価値」を高める

ため，農村の経済と労働制度の変革を意図し，生得権（Ｇ
ｅｂｕｒｔｓｒｅｃｈｔ）による拘

束と領地隷民性（Ｇ
ｕｔｓｕｎｔｅｒｔａｎ・ｇｋｅ・ｔ）の廃止，農場取り引き（Ｇｕｔｅｒｖｅｒｋｅｈｒ）と

　　　　　　　　　　　　４）　　　　　　　グーツヘル　　ウソタータソ
職業選択の自由を宣言した。この結果，農場領主と隷　民の問の権利，義務の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
相互関係が解体し，農場領主は隷民の保護義務から解放された

・１８１１年の「調整

勅令」と「土地開発を促進するための勅令（Ｅｄｉｋｔ　ｗｅｇｅｎ　Ｂｅｆｄｒｄｅｒｕｎｇ　ｄｅｒ　Ｌａｎｄ ‘

ｋｕ１ｔｕ、。ｏｍ１４．９．１８１１）」は，すべての農民に義務の履行以前に土地の所有と処

分権を賦与するという ，改革官僚シャルソヴ ェーバー（Ｓ
ｃｈａｍｗｅｂｅｒ）とラウプ

ー（Ｒａｕｍｅｒ）の構想を，私法（Ｐｒｉｖａｔｒｅｃｈｔ）への国家の侵害である・と反対した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
司法大臣の主張が通り ，土地割譲方式の廣却を定め，１８１６年の「調整布告」は ・

調整資格を制限することにより ，以前の手賦役小農民と劣悪た土地保有権者を

　　　　　　　　　　　７）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 グ■ツ

自由な労働カヘ転化した。１８２！年のｒ共有地分割令」は，土地を割譲して農場

缶壬から土地所有権を得た畜耕役土地所有農民層（ｄｉｅ　Ｓｃｈｉｃｈｔ　ｄｅｒ　ｓｐａｍｆ註ｈｉｇｅｎ

Ｅｉｇｅｎｔｕｍｓｂａｕｅｍ）に，土地喪失部分をある程度，共有地分譲により補償したが １

　　　　　　　　　　　　　　　グ　ー　ツ　　ゲマイソ デ
１８１６年以来，解放された農民は，領地と村落の分離の過程で１屡々農場領主の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
強制により ，ヨリ劣悪な土地へと移住させられた。この結果，ｒ土地改革の明白

　　　　　　　　　　　　９）
な利得は農場領主の側にあり」，農民は共有地分割で利益を得，下層カミ犠牲にな

　　　　　ユ０）
ったのである〔ｒ大衆貧窮」発生の一原因〕 。

　以上の結果，新しい労働制度が創出された。以前の，自然経済に基づく農場

領主と賦役義務隷民の関係から，自由な労働契約と貨幣経済に基つく騎士領所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユユ）
有者とイソスト家族（Ｉｎｓｔｆａｍ・１１ｅ）およぴ労働者層の関係へと移行したのであ乱

「ほほ１２，ＯＯＯの騎士領が，合肝整理され，ほほ１５０万モ／レヶソの賠償地と・以

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０３）



　１００　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３６巻 ・第４ ・５号）

前１４劣のみ農民に割当てられていた共有地の大部分を得た。この分割におい
て・ 新労働制度を発展させる強制的挑発が終了した」。すなわち，「（開墾にょ

る一引用者）新しい土地と，賦役義務隷民により緩慢に放棄されてい った（償却

＝土地割謝こよる一引用者）古い土地が，同じようにますます自由な労働契約で

雇われた労働者層を吸収し始めた。新労働者層は，一部は最早調整能力をもた

ない・手賦役義務のある，以前の隷民から構成され，一部は最初はなお　　労

働の対価として　　若干の土地を与えられたインスト家族から構成された。二

つのグループは混合していき，かれらの主人の，人格的自由となった隷民とな

った。１８３７年にインストの雇用関係（Ｄ１ｅｎｓｔｖｅｒｈａ１ｔｎ・ｓｓｅ）は，　　僕碑条令と類

似的に　　警察監視のもとに服した。実際にはその独自の支配に服し，行政報

告は，注目すべきことには，この階級のことを殆んど念頭に置かたかったので
　ユ２）

ある」
。

　こうして，新しい労働制度へ移行したのであるが，ここでは「農民解放」に

より土地の所有，非所有という経済的不平等に基つく階級関係が彩成されると

同時に・イソストが「主人の，人格的自由となった隷民」として，法的不平等

に基づく身分関係のもとに置かれたことが重要である。詳細は後述するが ，

「農民解放」は自由な生産物，農場，労働力市場を創出したが，騎士領所有者

と震業労働者の関係においては，後者の人格的自由とは，「結婚と騎士領から

退去（Ａｂｚｕｇ）する自由に限られ，騎士領所有者のもとで働く限り ，かれの諸特
　　　　　　　　　１３）
権に服したのであ った」。換言すれぱ，経済的自由化は，生産物，農場，労働

力市場・すなわち流通過程において達成され，騎士領所有者と農業労働者の関

係においては・騎士領所有者のもつ諾特権，すなわち法的不平等に基つく身分

関係・を積秤として，それを残存させつつ土地の所有，非所有という経済的不

平等に基つく階級関係が形成されたのであ った 。

　つぎに，まず騎士領所有者を，その諸特権を中心に考察し，ついで，そのも

とにおかれた僕碑と農業労働者の考察に移り ，最後に両者の関係がとのようた

政治的作用をもっ たのかを，官僚の相対的自立性との関連を念頭に置いて考察

することにしよう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（６０４）



　　三月前期のプロイセソにおげる「農民解放」による農村杜会制度の変化（川本）　　ユＯ１

１）　Ｒ．Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗｉｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ，５２７
．

２）　 ライソ州の「農民解放」については，前掲拙著，補論，を参照せよ 。

３）Ｒ・Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，Ｓｔａａｔ　ｕｎｄ　Ｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ　ｉｎ　ＰｒｅｕＢｅｎ，９５，訳，４５５ぺ一ジ 。
　ｄｅｒｓ

．，

ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗｉｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ，４８７
．

４）Ｒ・Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，Ｓｔａａｔ　ｕｎｄ　Ｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ　ｉｎ　ＰｒｅｕＢｅｎ，９５，訳，４５５ぺ一ジ 。
　ｄｅｒｓ

．，

ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗｉｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ，４８７．たお，「１０月勅令」の

　邦訳としては，田山輝明ｒ『営業の自由』Ｇｅｗｅｒｂｅｆｒｅ１ｈｅ１ｔの立法史的考察

　ｒ１Ｏ月勅令』と改憲立法をめぐって一」，高柳信一 藤田勇編ｒ資本主義法の彩

　成と展開Ｉ』東京大学出版会，１９７２年，３３８～３４１べ一ジ，河上倫逸ｒドイツ市民

　思想と法理論　　歴史法学とその時代　　」創文杜，１９７８年，５０３～５０７へ一ソ ，

　を参照せよ 。

５）Ｒ　Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ， Ｓｔａａｔ　ｕｎｄ　Ｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ　ｍ　ＰｒｅｕＢｅｎ，９９，訳，４６０へ 一ソ。

　ｄｅｒｓ
．，

ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗｉｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ，４８９，４９２

６）　Ｒ　Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗ１ｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎ，４９０－４９１　なお
，

　償却方式は，州法に基づくさまざまな保有権（Ｂｅｓｉｔｚｒｅｃｈｔ）にしたがって，土地

　の半分ないし三分の一を以前の領主に引き渡すか，または土地に附着した賦役

　（Ｄｉｅｎｓｔ）を含めて全土地を，年間の償却されるべき価値の２５倍額の年賦支払い ，
　　　　カ　ピ　タ　ー　ル
　または一括支抵いにより買い戻すかの方式が定められた。前者のぱあいには，さ

　らに，土地所有者となった後，年問賦役量を貨幣換算した額の２５倍の年賦または

　一括支払いにより ，賦役が廃棄された。償却の具体的遂行は州ごとに設置された

　総務委員会（Ｇｅｎｅｒａ１ｋｏｍｍｓｓ１ｏｎ）によりなされたが，殆んとのはあい土地割譲

　方式が選ぽれた（Ｅｂｄ ．，

４９１，４９５－４９６
．なお，Ｖｇ１．ｄｅｒｓ ．，

Ｓｔａａｔ　ｍｄ　Ｇｅｓｅ１１－

　ｓｃｈａｆｔ　ｉｎ　ＰｒｅｕＢｅｎ，９５，訳，４５５べ一ジ）。

７）　Ｒ．Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗｉｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ，４９２

８）Ｅｂｄ ．， ５００，５０５．なお，１８６９年に独立農民村落（ｄｉｅ　ｓｅ１ｂｓｔ註ｎｄｉｇｅ　Ｂａｕｅｍｇｅ －

　ｍｅｉｎｄｅｎ）と領地の面積の比は４９劣対４５％，４，３００万モルゲソ〔うち畜耕役農民

　は３，４００万モルゲソ〕対４，ＯＯＯ万モノレゲソで，西の二州を入れると５６％対３８％で

　あ った（Ｒ　Ｋｏｓｅ１ｌｅｃｋ，Ｓｔａａｔ　ｕｎｄ　Ｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ　ｍ　ＰｒｅｕＢｅｎ，９６，訳，４５５～４５６

　ぺ 一ジ 。ｄｅｒｓ一， ＰｒｅｕＢｅｎｚｗｉｓｃｈｅｎＲｅｆｏｒｍｕｎｄＲｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ，５０２）。

ｇ）　Ｒ．Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗｉｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ，４９８
．

１０）Ｅｂｄ
．，

５０５
．なお，下層の増大は，一般的福祉を促進するという改革目的に反

　する，予期せざる結果であ った（Ｅｂｄ ．，
５０３）
。すなわち，ｒ所有彩成（Ｅｉｇｅｎｔｕｍｓ －

　ｂｉ１ｄｕｎｇ）により ，下層に上向の機会を与え，かれらに少なくとも労働と賃金を

　得させるという希望に，最初改革国家は没頭したが，立法の結果は急速に異った

　方向へと導いてい った，農村プ ロレタリァートヘの」（Ｅｂｄ ．，

５０６
．また，Ｉ〔１〕

　の２ ，を参照せよ）。

　　　　　　　　　　　　　　　　（６０５）



１０２　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３６巻 ・第４ ・５号）

　　　また，Ｒ ．コ ゼレックは，ｒ農民解放」とｒ営業の自由」の相違についてつぎの

　　 ように指摘する。農業制度の自由化は州により異った扱いで実施され，騎士層に

　　有利な結果を生み出した。「農民解放」は，州法的，身分的（１ａｎｄｒｅｃｈｔ１ｉｃｈ－

　　 ｓｔａｎｄ１ｓｃｈ）な制約のうえで実施されたのである。これに対し，ｒ営業の自由」は

　　全国家的に実施され，自由競争は地区的に拘束された物的権利（ｏｒｔｓｇｅｂｕｎｄｅｎｅ

　　Ｒｅａ１ｂｅｒｅｃｈｔ１ｇｕｎｇｅｎ）と従来の特権所持者（Ｐｒ１ｖ１１ｅｇ１ｅｎｔｒａｇｅｒ）とに関係なく効

　　力をもっ た。 もとより特別の諸権利が後に償却されなげれぱならなくなり ，賠償

　　額が算定され，分担されるようにたったにせよ，「営業の自由」は，最初から新

　　営業者に有利なように立法化された，と（Ｅｂｄ ・・ ４９２－４９３・なお，わが剛こおけ

　　 る「農民解放」と「営業の自由」の政行性の指摘としては，松田智雄ｒ『営業の

　　自由』Ｇｅｗｅｒｂｅｆｒｅ１ｈｅ１ｔ一フル ：■ヨ ア的改革の礎柱一」，土屋教授還歴記念論文集

　　『資本主義の成立と発展』，有斐閣，１９５９年，を参照せよ）。

　１１）　Ｒ　Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗ１ｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎ・４９１

　１２）Ｅｂｄ
．，

４９８－４９９．ちなみに，「すなわち」を挾んで本文で省略した都分はつぎの

　　通りである。ｒ農業危機の問に一複合した大所有の分割により ，数的になお増加し ，

　　　　　　　　　　　　　　　 グーツベツイルク 、

　　また面積においても増大した領地区域が，開墾と整備（Ａｎ－ｕｎｄ　Ａｕｓｂａｕ）を推

　　進するため，新しい労働力を必要とした。１８３４年までのみで６２０の新しい直営地

　　（Ｖｏｒｗｅｒｋｅ）が発生したが，しかし，土地開拓に対しては逆に，賦役義務のある

　　者の数がつねに減少してい った。全畜耕役農民の８４％は，１８４８年までに賦役義務

　　を償却した一はぼ６００万賦役目数の価値一 手賦役は効力を失わずに，三月前期

　　の間にはるかに多く残ったが，しかし，かれらもまた，就中４０年代に急速に減少

　　した。１８４８年には，すでにほぼ１，７００万手賦役日が償却され，その結果，革命後

　　には，なお６５０万手賦役目のみが，ほぼ三分の一のみが，償却されないで残って

　　いた。それゆえに，土地開拓と強制賦役者の減少とにより ，二重の労働者需要が

　　発生した。調整と賦役償却は，同時に新しい労働者階級を要求し，促進した」 。

　１３）　Ｅｂｄ
．，

４８８，４９３
・

　騎士領所有者　新労働制度の創出過程は，自由な農場市場の彩成による騎士

領所有者の交替と絡り合いながら進展した 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
　１８０６年から１８３２年までは「不幸な時代（ｄ１ｅ　ｕｎｇ１ｕｃｋ１１ｃｈｅ　Ｐｅｒ・ｏｄｅ）」であ った 。

販路の欠如，高額の戦費と戦争による荒廃，僕碑や賦役義務者の人身的解放に

よる賃金の高騰，償却と土地開拓による農場の拡張と賦役から解放された新労

働制度に基づく経営への転化，これに加えて１８２０年代の大農業危機１すなわち ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０６）
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とくに１８２０年代中葉の豊作時におげる販冗不振と価格下落により ，世紀の最初

の３０年間に騎士領の負債は急速に増大していった。負債増大は州により異なる

が， １８２１年にホフマソがハルデソベルクに提出した秘密報告の数字では，農業

信用機関（ｄ１ｅ１ａｎｄｗ１ｒｔｓｃｈａｆｔｌ・ｃｈｅＫｒｅｄ１ｔ１ｎｓｔ１ｔｕｔｅ）の負債は，戦争以来５，４００万

ターラーから７，３００万ターラーに増大し，シ ュレージェソのみで５０％も増大し

両プ ロイセソ州に対して国家カミ命じたモラトリアムにより ，信用業務が停止さ
　　　　　２）
れるに至った 。

　農業危機による所有老の交替はとくに東プ ロイセソ州で激烈であ った。国家

はこれに対し，自由主義的経済原理を維持しつつ，モラトリアムを延長し ，

３００万ターラーの補助金を，一部は贈与として，一部は長期貸付として支出し

た。 これは全体の負債額に対しては僅かであ ったが，古い騎士領に有利であ っ

た。 これに対して，王の援助強化の主張と，フォム ・シ ュタイソの「大土地所

有者，家柄と公序良俗の品位を含む貴族原理が崩壌し，家族の名誉が絶減す

る」との見解が出されたが，ハルデソベルクは，ローターの計　画を基礎に ，

全ヨーロヅバを襲っている不景気を直ちに除去することは人問の力では不可能
　　　　　　　　３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
である，と説明した。この結果，自由な農場市場と労働力市場の彩成のもとで ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
信用援助にもかかわらず，土地敢引は進展した。１８０６年に地主金融組合（Ｌａｎｄ ．

ｓｃｈａｆｔ）に加盟していた８８８の農場のうち，１８２９年には５１０の所有者が交替し ，

３７８のみが古い家族に留まり ，５１０の半数以上が強制競売により市民的騎士領
　　　　　　　　６）
所有者の手に移った 。

　西プ ロイセソ州でも１８２２年までに１６６農場が差押えられ，２５農場が告知待ち

の状態であ った。ポーゼソ州やシ ュレージエソ州その他では交替はゆ っくりと ，

しかレ垣１常的に進行した。１８５９年のラウェノレの統計（ｅ・ｎｅ　Ｓｔａｔ・ｓｔ・ｋ　Ｒａｕｅｒｓ）で

は， 騎士領を獲得した市民的所有者の割合は，ブ ロイセン国内の騎士領と郡議

会（Ｋｒｅ１ｓｔａｇ）への代表資格をもつ１２，３９９農場中５，２９６農場であり ，７，０２３農場

　　　　　　　　　　　　７）
が貴族的所有者の手に残った。ここでは，市民の騎士領獲得と同時に，騎士領

の半数以上がたお貴族的所有者の手に留まっ た点が注目される 。

　この「不幸な時代」は，所有者交替を伴いながら，既述のように新しい労働

　　　　　　　　　　　　　　　　（６０７）
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制度へと移行するとともに，輸作（Ｆｒｕｃｈｔｗｅｃｈｓｅ１ｆｏ１ｇｅ）への転換，新しい設備

（Ｇｅｒａｔｅ）の調達や家畜の品種改良を通じて，経済の合理化をすすめ，競争能力
　　　　　　　　　　８）
を高めた時代でもあった。この結果，３０年代中葉以降大土地所有が安定し，創

意に富んだ企業家的ユソカーのタイプ（ｄｅｒ　Ｔｙｐ　ｄｅｓ五ｎｄ１９ｅｎ　ｕｎｔｅｍｅｈｍｅｎｄｅｎ

Ｊｕｎｋｅｒｓ）が出現し，負債の利子滞納はたくなり ，新低当証券の発行は１８３５～４５

年の１０年問で僅か５３０万ターラーのみとたり ，信用機関は，農業国家における
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
僅かの投資機会のなかから，鉄道建設へ投資を移行させていったのである。こ

うして「騎士的農場領主の農業企業家への転化は，自由な農場と労働力市場の

地平においてのみなされたのではたく ，（後に，なお詳述する一引用者）革命の制

約となった一連の経済的，政治的特樹こより保護され，しかも革命を越えて長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
く生きつづげる，かれらの権力の基礎を築いたのであ った」 。

　市民の騎士領獲得は古くからの貴族的所有者の反発を招いた。例えはンユレ

ージェソ州議会では１２票対９票の多数決でもっ て， すべての新しい市民的騎士

領所有者に政治的身分権（ｄ・ｅ　ｐｏ１・ｔ１ｓｃｈｅｎ　Ｓｔａｎｄｅｓｒｅｃｈｔｅ）を与えないことを決議

した。市民的所有者は身分に相応しく振まう知識や仕方を知らないがゆえにで

ある。「経済的には資本家が認められたにせよ　　すでに，１８１９年に中央各省

は， 増大する織布工の困窮を，富裕な商人が資本を麻織物取引から引あげ，騎

士領を購入したことに帰した　　，政治的，杜会的には，しかし，かれらは切

り離されねはならなかった　　１８２６年にクソト（Ｋｕｎｔｈ）が苦々しく書いたよう

に， 貴族は新しい騎士を侮蔑的に，そして偏見のない顔つきでもっ てｒ国民の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
屠に（ ，，

ｚｕ　ｄｅｒ　Ｈｅｆｅ　ｄｅｓ　Ｖｏ１ｋｅｓ
‘‘

）』数えたのであ った　　」 。

　この結果，既述の選挙樹こおげる長期所有条項（ｄ１ｅ１ａｎｇｆｒ１ｓｔ１ｇｅｎ　Ｂｅｓ１ｔｚｋ１ａｕｓ－

ｅ１ｎ　ｉｍ　Ｗａｈ１ｒｅｃｈｔ）により ，意図的に貴族は貴族を選出し，農村におげる貴族の

相対的多数は，州議会と郡長職においては殆んど絶対的多数へと転化したので
　　　　　　　　　　　　　ユ２）
あっ た。 郡長については第２４表の如くである。みられるように，県の官僚に比

して郡長は西から東に行くほど市民出身者の比率が少たくなり ，逆に貴族出身

者の比率が高くなることが注目を惹く 。また，１８４２年に市民は全騎士領の三分

の一以上を所有していたにもかかわらず，合同委員会（ｄｅｒＶｅｒｅ・ｎ・ｇｔｅＡｕｓｓｃｈｕＢ）

　　　　　　　　　　　　　　　　（６０８）
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　　　第２４表　各州の行政におげる市民的官僚の割合（％）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ３）
において４４人の騎士領所有者のうち２名のみが市民であった 。

　しかし，後に詳述するように騎士領には高権（Ｈｏｈｅ・ｔｓｒｅｃｈｔｅ）が附着してお

　　　　　　　　　 ヘル　　　　　　　１４）
り， その所有者はｒ領主」とな った。この結果，騎士層は，自由な所有階級と

地域的な政治的支配身分（ｆｒｅ・ｅ　Ｂｅｓ１ｔｚｋ１ａｓｓｅ　ｕｎｄ　ｒｅｇ・ｏｎａ１ｅｒ　ｐｏ１１ｔ・ｓｃｈｅｒ　Ｈｅｒｒｓｃｈ －

ａｆｔｓｓｔａｎｄ）であるという中問的位置（Ｚｗｉｓｃｈｅｎ１ａｇｅ）におかれた。そこで，古い

貴族から，新たに騎士領所有者とたった市民に高権が賦与される資格または

「境界線（ ，，

Ｇｒｅｎ・１・ｎ・ｅ
‘‘

）」を設定すべきである，との間題が提起され，種六 議論

が行たわれたが，１８３７年５月８日の法律（ｄａｓ Ｇｅｓ・ｔ・・ｏｍ８．Ｍａｉ１８３７）で決着

した 。

　この法律の内容は，市民的騎士領所有者が品行方正の評判（ｄ・ｅ　Ｕｎｂｅｓｃｈｏ１ｔｅｎ －

ｈｅ１ｔ）を失うことは　　郡議会の判定であれ，法の判決であれ，都市市民権の

喪失であれ　　，政治的諸権利を喪失するのみでなく ，裁判権と枚師選任権

（Ｇｅｒｉｃｈｔｓｂａｒｋｅｉｔ　ｕｎｄ　Ｐａｔｒｏｎａｔ）を行使する公民権（ｄｉｅ　Ｅｈｒｅｎｒｅｃｈｔｅ）の喪失を招

くが，警察権のみは除外するというものであ った。品行方正の評判の喪失の判

定は県に委ねられた。こうして県は道徳裁判所（ｅ・・ｅ　ｍｏｒａ１・ｓｃｈｅ　Ｉ・ｓｔａｎ・）とし

て機能したが，結果的には殆んど機能せず，市民的所有者にも騎士領に附着し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
た高権が認められることにな ったのである 。

　この結果，ｒ身分的諸権利を購入し，自己を人格的に貴族身分に上昇させる

という ，市民にとっ ての可能性が，騎士層内部の杜会的相違が決して利害対立

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６０９）
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の性格を帯びず，いわんや階級的相違をもたらさないスライデ ィソグスケーノレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
（ｅｍｅ　ｇ１ｅ・ｔｅｎｄｅ　Ｓｋａ１ａ）を創出したのであ った」。こうして貴族的騎士領所有者

と市民的騎士領所有者の同化の過程が進行してい った。既述のように，１８４０年

代以降の好景気のもとで，両者は経済的利害を通じて融合していき，ｒ三月革

命」や自由主義的市民階級の権力要求やプ ロレタリアートと杜会主義の恐怖が

杜会的，政治帥こ集結するように作用し，ビスマルクの帝国建設という卓越し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ７）
た業績により ，精神的，内面的にも同化していくことになるのである 。

　以上のように，「騎士領に附着した高権が，必然的に単なる良き経営者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
（Ｗ１ｒｔｓｃｈａｆｔｅｒ）とは異った所有者の特性を強要することになり」，貴族的所有者

と市民的所有者の同化の基礎となったのであるが，つぎに騎士領所有者の諸特

権の考察に移ることにしよう 。それは大別して経済的特権と政治的特権に分か

れる 。

　経済的特権としては，Ｑ騎士信用機関（ｄ１ｅ　ｒ・ｔｔｅｒ１・ｃｈｅ　Ｋｒｅｄ・ｔ１ｎｓｔ・ｔｕｔｅ）の利用 。

騎士領所有者は騎士信用機関を利用する特権をもち，ここで低利の信用を得た

り， 高い手捗振り出し権（ｇｅｓｔｅ１ｇｅｒｔｅ　Ｗｅｃｈｓｅ１ｆａｈ１ｇｋｅ１ｔ）を利用したり ，多額の

負債を負った時に，余りにも低い価格での強制売却からの保護を受げるという
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）
利益を得た。この結果，農場の価値が非常に高められたのである 。

　◎農村租税制度（ｄ１ｅ１ａｎｄｌ・ｃｈｅ　Ｓｔｅｕｅｒｖｅｒｆａｓｓｕｎｇ）におげる有利。１）地租（ｄ１ｅ

Ｇｒｕｎｄｓｔｅｕｅｒ）の免除と軽減。地租とは，少くとも１８世紀に起源をもつ，東部六

州におげる，１００以上のさまざまの種類の貢租（Ａｂｇａｂｅ）の総称であり ，古

い等族的分担割り当てにしたがって，すでに絶対主義国家：により査定されて

いた。ところが，ハノレテソヘノレクの企図した徴税方法の簡素化と均等化規定

（ａｕｓｇｌｅ・ｃｈｅｎｄｅ　Ｂｅｓｔｍｍｍｇｅｎ）は，都市と農村，およぴ領主と隷民の問の等族的

不平等には触れず，古い等族は，東都六州において，地租制度のなかで残存し

つつげることにな った。この緒果，全騎士領のはぼ半分に当る２，ＯＯＯ万モルゲ

ソがすべての地租を免除され，シ ュレージエソのように徴収された所でも，農
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
民よりは非常に有利な状況に置かれたのである。これに加えて，少なくとも領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
地区域におげる領主の農民からの租税徴収が保障された 。Ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　（６１０）



　　　　三月前期のフロイセソにおげる「農民解放」による農村杜会制度の変化（川本）　　ユ０７

　こうした東部六州内部での不平等の存続に対して，西部二州では，１８３７年ま

でに納税者の負担した４５０万ターラーの費用で土地台帳の作成（ｄｉｅ　Ｋａｔａｓｔｒｉｅ －

ｒｕｎｇ）が遂行され，それに基づいて二州の地租が均等化された。この結果，西

部の州議会は，ハソゼマソの計算を基礎に，東部諸州の西部への適合を要求す
　　　　　２２）
るようになる。この問題が，後述するように，州議会選挙への西部の批判点の

一つを彩成するのである 。「しかし，差異は立法にのみ存在したのではなく ，こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
れは　 ・杜会構造の差異において決定されたのである」。こうして，「西部が ，

租税の軽減を通じて東部に対して行な った，発展の間接的援助は，東部諸州内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
部でも，とくに騎士層の利益とな ったのである」 。
　　　　　２５）
　ｉｉ）階級税（ｄｉｅ　Ｋ１ａｓｓｅｎｓｔｅｕｅｒ）。 階級税を，創始者ホフマソは，大都市での

製粉，屠殺税（Ｍａｈ１－ｕｎｄ　Ｓｃｈ１ａｃｈｔｓｔｅｕｅｒ）〔問接税〕に対して，農村と小都市の

「すべての住民が相違なしに」負担する直接税として構想した。そのさい，重

点は，「手労働者階級」に国家の責任を負わせ，義務づげるという国家教育的

見地に置かれ，農業と商工業の有産企業家には，賃金ヵ ツトの形で労働者に税

負担を転嫁しない程度の軽い課税が構想された。そして，都市と農村でそれぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６）
れ四階級が設定され，その区分基準は職業とその行使および富に置かれた 。

　実施に当 っては，階級区分にさいして困難が生じたが，騎士領所有老は農村

におげる第一階級と第二階級に所属した。第一階級には大農場所有者，大商人 ，

大工場主と資本家すなわち，かれらの収入で快適で，独立した生活を営なめる

者が属し，第二階級に（よｒ精神労働，すなわち命令と監視でもっ て」かれらの径

済を指導する農業家（Ｌａｎｄｗｉｒｔ）と多くの労働者を働かせる工場主が所属した
。

後述するように，１８１１年９月７目の営業令（Ｇｅｗｅｒｂｅｏｒｄｎｕｎｇ　ｖｏｍ７９１８１１，§§

５２，５３）は，１５，ＯＯＯターラー以上の査定価格（Ｔａ・ｗｅｒｔ）の土地財産を確認され

た者にのみ火酒工場（Ｂｒａｍｔｗｅ・ｎｆａｂｒ・ｋｅｎ）の設立を認めた。この結果，東部農

村では，事実上騎士領所有者の特権となったのであるが，かれらは第二階級に
　　　　　　　２７）
所属したのである 。

　ところで ，階級区分には村役場（Ｇｅｍｅ・ｎｄｅｂｅｈｏｒｄｅｎ）が関係し，郡長のみが査定

を許され，その視点は富にではなく ，市民杜会内部の等級づげにおげる外面的地

　　　　　　　　　　　　　　　　（６１１）
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位（ｄ１ｅ　ａｕＢｅｒｅ　Ｓｔｅ１１ｕｎｇ　ｍ　ｄｅｒ　Ａｂｓｔｕｆｕｎｇ　ｍｎｅｒｈａ１ｂ　ｄｅｒ　ｂｕｒｇｅｒ１１ｃｈｅｎ　Ｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ）

におかれ，階級税が所得税に近接することを阻止した。伝統的身分秩序が評価

の基準とされたのである。そのさい，第　階級の騎士層は，階級税を新設した

１８２０年５月２０目の法律から一年後の，１８２１年９月５目の法律で，月額４ターラ

ーから８または１２ターラーに引き上げられたが，年最高額は１４４ターラーで打

ち切られた。この結果，四階級の階級税負担の比率は，４劣→１６劣→３４劣→４６

％となり ，「東部諸州においては，耕作地の半分弱を所有し，農村工場を経営

する階級が，二三の教養人（ｅ・ｎ１ｇｅ　Ｇｅｂ・１ｄｅｔｅｎ）とともに階級税のほぼ２０％を支

払った。……少数の市民層と農民層，および貧しい国民階級が断然階級税の主

要支払人とたったのである」。こうして，階級税は下層に重くのしかかり ，大
　　　　　　　　　　　　　２８）
衆貧窮に拍車をかげたのである 。

　革命の結果，１，ＯＯＯターラー以上の高額所得者にも，限度たしに３％の租税

が課せられるようになったが，「以来階級税と（後述する一引用者）階級選挙法

が互いに補完し，市民が影響力を獲得したところのものを，騎士は隠された身
　　　　　　　　　　　　　　　２９）
分的特権として喪失したのであ った」 。

　政治的特権として，◎家産裁判権（ｄ１ｅ　Ｐａｔｒ・ｍｏｎ・ａ１ｇｅｒ・ｃｈｔｓｂａｒｋｅ１ｔ）。 経済的

特権とともに，地区〔市町村，郡 レベル〕特権（ｄｉｅ１ｏｋａ１ｅｎ　Ｐｒｉｖｉ１ｅｇｉｅｎ），すなわ

ち家産裁判権と領地と地区警察（Ｇｕｔｓ－ｕｎｄ　Ｏｒｔｓｐｏ１・ｚｅ・）が騎士に有利に作用し ，

経済的自由化の成果〔階級移成への方向〕と逆の関係〔身分制の緯持〕を彬成して

いっ た。 「農場領主制は，１８１０年の隷民の人身的解放により打撃を与えられた

が， 解消しなかった。農民耕作地と領主耕作地の分離と賦役償却はゆっくりと

進行し，村落（Ｌａｎｄｇｅｍｅｍｄｅ）と領地区域はなお相互に絡み合っており ，領主

はたお懲罰権（Ｚｕｃｈｔｉｇｕｎｇｓｒｅｃｈｔ）をもち，農民は領主を仰ぎ見た。……農民は

なお自由に対していかなる意義をももっ てはいなかった。というのは，国民教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）
育（Ｎａｔ１ｏｎａ１ｂ１１ｄｕｎｇ）が随伴していないからである」

。

　このように地区特権が残存した理由は，農民の教育の欠如とともに，郡制度

（Ｋｒｅ・ｓｖｅｒｆａｓｓｕｎｇ）の法的前提が到る所で異なり ，郡制度に対するフリートリヅ
　　　　　　　　　　　　　　　　　アプジヒテソ　イソテレツセソ
ヒ・ ウィノレヘノレム三世と四世の問での意向と関心の不一致，司法大臣と内

　　　　　　　　　　　　　　　　（６１２）
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務大臣の問での不一致，州政府と上級地方裁判所（Ｏｂｅｒ１ａｎｄｅｓｇｅｒｉｃｈｔ）の問の不

一致が存在した点にもあ った。加えて，ハルデ ソベルクは，農村改革と杜会改

革を遂行するにさいして，その背後でつねに激しい意見の相違に逢着し，つね

に新たな妥協へと導かれざるを得ず，村落制度（Ｌａｎｄｇｅｍｅｉｎｄｅｖｅｒｆａｓｓｕｎｇ）の間

　　　　　　　　　　　３ユ）
題にまで手カミ届かなかった。こうして既述のように地方行政は改革されないま

ま留まることにな ったのである 。

　　　　 ロカール

　「国家が地区警察行政への融資と家産裁判所の維持を伝統的な領地領域

（Ｇｕｔｓｂｅｒｅｉｃｈｅｎ）に委ねた程度に応じて，国家は旧等族の権力を強化し，同時に

示談（Ａｕｓｅｉｎａｎｄｅｒｓｅｔｚｕｎｇｅｎ）によっ て， その権威を掘り崩してい ったのである」 。

農場領主制は行政技術的には非常に複雑であ った。家産司法（Ｐａｔｒｉｍｏｎｉａ１ｊｕｓｔｉｚ）

と， 以前にそれから派生した警察権力と警察裁判権は，牧師選任権と学務監督

（Ｓｃｈｕ１ａｕｆｓ１ｃｈｔ）とともに，領主権力の統一体を基礎つげるものではあったが ，

執行にさいしては，つぎに述べるように，全く異 った問題領域（Ｓａｃｈｂｅｒｅｉｃｈ）

に属した。また，大ざっぱに云 って，農場所有者の支酉己権は，東から西へと ，

　　　　　　　　　　　　　　　　３２）
空間的に，実際的に，弱化してい った 。

　家産裁判権は，１８世紀以来強い国家管理のもとに置かれるようにな ってい っ

た。 １７８！年以来，裁判官の資格は，貴族的司法行政を行使した近隣の国家裁判

所により与えられた。そして，１８４６年にビスマルクが書いたように，私的「裁

判権は，いまや事実上，王の裁判官のマ１■トの一つのつぎはぎ以上の何物でも

たくたり」，後にかれが云ったように，「上から」放棄されていったのである 。

東プ ロイセソ州とシ ュレージェン州では，「以前の農場領主制と農場居住者

（Ｇｕｔｓｅｉｎｇｅｓｅｓｓｅｎｅｎ）との問の家庭的関係が解体し
，…… 土地開墾の進展により

発生した分地と離れ村落（Ｐａｒ・ｅ１１・ｅｒｕｎｇｅｎ　ｕｎｄ　Ａｂｂａｕｔｅｎ）が，農場領主と関係

のない大量の人問を農場へと導いた」。ところで，裁判領主は，支払能力のな

い隷民の裁判費用を保障し，刑務所での食住（Ｇｅｆ身ｎｇｎｉｓａｕｆｅｎｔｈａ１ｔ）の支払いを

しなげれはならなかった。家庭的関係の解体から，騎士はこれらの費用からの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３）
解放を願い出て，１８４３年に国家は部分的に立替費用の免除に着手したのである 。

　こうした経過を辿って，「１８３７年において，３７０万の農村住民が，１万２，ＯＯＯ

　　　　　　　　　　　　　　　　（６１３）
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人ほとの騎士領所有老の家産制的裁判権に服属しており ，もちろんこれにたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４）
し， すでに７９０万の住民（ラィソ州を除く）は，国王の裁判権に直属していた」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５）
が， 領主裁判権は，狩猟権とともに１８４８年に撤廃された 。

　◎警察権と警察裁判権。農場領主の警察権と警察裁判権は家産裁判権よりも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロカール

重要であり ，１８４８年に一旦廃止されたが，１８５３年に再導入された。地区警察行

政の歴史は，一つの名称で呼ぶのは困難なほど，地域差が大きかった。しかし ，

どのばあいにあ っても，農村におげる国家警察の絶対的不足という点では共通

していた。１８４３年１２月３０目の州議会決議（Ｌａｎｄｔａｇｓａｂｓｃｈ・ｅｄ　ｖｏｍ３０１２１８４３）に

おいて，フリードリッヒ ・ヴィノレヘノレム四世がすべての村落の改革（Ｇｅｍｅｉｎ －

ｄｅｒｅｆｏｍ）を拒否し，すべての法典編纂はｒ自然に即した発展」を阻害すると

宣言したことにより ，騎士層の地区権力は強化された。こうして騎士は，農場

と村落の分離により ，救貧負担から解放されたにもかかわらず，村落監視権を
　　　　　　　　　　３６）
保持しつづげたのである 。

　警察行政と警察裁判権は緊密な関係にあったが，その内容については　般国

法でも不明瞭であり ，州ことに揚制されていた。１８２４年の第一回東ブ ロイセソ
　　　　　オル　ト
州議会は，地区の事情が余りにも違いすぎるとの理由で，　般警察法典（ｅｍｅ

ａ１１ｇｅｍｅｍｅ　Ｐｏ１・ｚｅ・ｇｅｓｅｔｚｂｕｃｈ）の導入を拒否し，また，国家がしぶしぶその執行

権の範囲を制限したので，騎士的農場領主に警察裁判権が留まっ た。 しかし ，

中央官僚に直属する等族的警察機関が二つの方向に作用を及ぼした。一つは ，

　般帥こ， 地区 レヘノレでは，地区警察領主の権限強化の方帥こ作用した。地方

治安警察官（Ｇｅｎｄａｍｅｎ）が存在したかったからである 。他方で，地区警察領主
　　　　　レジオナール
の権限は，地域的 レベノレ〔県，州 レベノレ〕では削減された。もとより ，この二つ

の作用は，州により相違があり ，騎士の警察権はザクセソ州からヴ ェストファ

ーレソ州へと制限されていき，西エルベ地域では民事裁判権占有者（ｄｉｅ　Ｉｎｈａ －

ｂｅｒ　ｄｅｒ　Ｚ・ｖ・ｌｇｅｒ・ｃｈｔｓｂａｒｋｅ・ｔ）が警察司法行政を行使することは決して自明のこ

とではなかった。しかし，四つの古い州では，地区警察領主の権限は拡大して
　　３７）

いっ た。

　すなわち，権限の強化は，１８３８年３月３１目の命令（ｄ・ｅ　Ｖｅｒｏｒｄｎｍｇ　ｖｏｍ３１

　　　　　　　　　　　　　　　　（６１４）
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１Ｍ１身ｒｚ１８３８）により頂点に達した。それは軽狙罪（Ｖｅ・ｇｅｈｅｎ）一犯罪（Ｖｅ・ｂ・ｅｃｈｅｎ）

ではない一に対し・「警察裁判権所有者の個人的利害が一般的利害と一致した

ぱあいに，自ら調査し，処罰する」権限をかれに賦与した。そして ，１８２７年２

月ユＯ目の宣言（Ｄｅｋ１ｖｏｍ１０２１８２７）において
，警察裁判権が，「特別の資格

証明を必要としない，任命も公認 １もされない，一般的に官僚ではたい」者によ

って行使されることが認められていた。ただし，一連の重要な警察罰事件

窃盗，狩猟と森林違反，旅券偽造，旅行免状（Ｗａ・ｄｅ・ｂ・ｃｈ），免職証関（Ｄｉｅｎｓｔ－

ｅｎｔ１ａｓｓｕｎｇｓｓｃｂｅｍ）

，軽率な損膓等　は，地区警察領主の権限から外され，裁

判所で処理された。この判決には県が当 ったが，屡・郡長がこれに干渉し惹
こうした背景には，警察違反（Ｐｏ１ｉ・ｅｉｋｏ・ｔｒａｙｅ・ｔｉｏ・ｅ・）の罰金は農場領主の金庫

に流入するのに対し，民事と就中刑事司法行政（ｄｉｅ　Ｚｉｖｉ１－ｕｎｄ　ｖｏｒ　ａ１１ｅｍ　ｄｉｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウソコステソＫｎｍｍａ１］ｕｓｔ・・）は，受け取った保護金を上廻る出　費を意味し，裁判領主は ，

刑事出費の引き受げを国家が認めるまで犯罪を追及しないという事態が存在し

てい患
　「以上のような命令の結果，非常に多くの農村住民が，目常的に，陛下の認

可した，半官的，半非官的騎士領所有者の監督と脅迫のもとで，かれの労働と
　　　　　　　　　　　４０）
仕事にいそしんだのである」。「経済的には，農村全体が領地区域と村落地区に

分かれていたのに，政治的には農場領主は村落に対して指導権を握り ，牧師選
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４ユ）任権・地区の警察権，下級裁判権を一手に集中していたのである」。ｒ多くの

点において，農場領主は，農場領主一農民関連（ｄｅｒ　ｇｕｔｓｈｅｒｒ１ｉｃｈ．ｂ身ｕｅｒ１ｉｃｈｅ

Ｎｅ・ｕｓ）の解消から，法制度が経済的自由化に適合することなしに，利益を得

江　今やあらゆる住民は，今迄の坑夫のような特別免除者もまた，裁判税
（Ｇｅｒｉｃｈｔｓｓｔｅｕｅｒ）とユＯ劣の相続税（ｄｉｅ　ｚｅｈｎｐｒｏｚｅｎｔｉｇｅｎ　Ｌａｕｄｅｍｉｅｎ）や賦役金

（Ｒｏｂｏｔｇｅ１ｄｅｍ）と同様の貢租（Ｇｅｆ身１１ｅ）を支払わされ得るようにな
ったのであ

£。

　この騎士領所有者の領主的警察権は，個人的な郡議会へ選出され得る身分特

権とともに，１８７２年の郡条令と１８９１年の農村自治体条令により除去されたが
，

しかし，騎士領所有者は，司直権（Ｏｂｎｇｋｅ・ｔｓｒｅｃｈｔｅｎ）の所有者として，事実上

　　　　　　　　　　　　　　　　（６ユ５）
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の領主的地位を本質的に保持し，東エノレベ地域の農場が地区的，政治的支配の

中心とたり ，後述する三級選挙法や貴族院支配と結びついて・かれらの政治上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３）
の地位は１９１８年まで維持されたのである。つぎに，この騎士領所有者の特権緯

持を，そのもとに置かれた僕碑と農場労働老の側から考察してみよう 。
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　Ｈ
．ローゼソベルクはここでつぎのように一述べている。ｒもとより ，貴族は，土地

　所有のヒェラルヒーのトツ プの地位をいたって首尾よく守り通すことができた ・

　１８８５年に
，東部七州の総面積の３２パーセソト ，ならびに，ひとりの手中に合計し

　て１，０００ヘクタール以上と狂 った６，４５４農場のうち，４，３９３が，したがって６８パ

　ーセソトが，たおも旧貴族と新貴族の所有とたっていた。ことに，５，０００ヘクタ

　ーノレ以上の挽模の巨大土地所有には，ほんの僅かの市民だげが，大変な努力を払

　って，たどりつくことができたのである 。８０年代のはじめになおも，プ ロイセソ

　の東都七州において，巨大土地所有……の１５９人の所有者のうち，わずか１０人だ

　げが市民であ った」と 。

８）ＲＫ…１ｌ・・ｋ，Ｐ…Ｂ…ｗ…ｈ・・ Ｒ・ｆ・・ｍｍｄＲ…１・ｔ１…５０９

９）Ｅｂｄ ．， ５１３・たお，本稿のｒ間題の所在」をも参照せよ 。

・０）・・…ｕ・・
ｋ・・・・・・・・・・・・・・…ｆ・ｍ・・ｄＲ・・ｏ１ｕｔ１ｏユヅ瑚レク愉ソデこの

過程で新た７こ騎士領の確定が必要とた１ ，農業危機の期問に
畿区域と村落の分

　離がすすみ（Ｅｂｄ
．，

５０５，５０９），それが新しい貴族階級を生み出す原因となった 。

　　 「農民解放」の過程で，これまでの教会記録簿（Ｋ
１ｒｃｈｅｎｂｕｃｈｅｒ）と地図の書き

　替えが必要となった。償却と土地開拓によっ てである（Ｅｂｄ ．，
４９８）。 例えぱ，東

　プ 厚イセソ州では，１８２４年までに農場領主が，償却で１２３
，０２６モノレゲソの農民地

　を獲得し，５４の竈豫斑が新設され，新しい村々と直営地が新しい名前をもつよう

　に一次り ，従来の教会記録簿と「地図が新しい地区（Ｏｒｔｓｃｈａｆｔ）を把握できない」

　状態にた った（Ｅｂｄ
．，

５０９）。したがって，２０年代に郡と州ごとに新しい騎士領台

　帳（Ｒ１ｔｔｅｒｇｕｔｓｍａｔｒｌ
ｋｅ１ｎ）が作成された。その基準とたったのは，以前には貴族

　　　　　　　　　　　　　　　　（６１６）



　　　三月前期のプロイセソにおげる「農民解放」による農村杜会制度の変化（川本）　　 １１３

　　 という人格に附着していたが，・…年１三鞘鍬を土地所有を基準として設定し
　　て以来，解釈が変化したところの，古い「土地に附着した」権利（ａ１ｔｅ

，，

ｂｏｄｅ，ｇｅ
．

　　 ｂｕｎｄｅｎｅ
‘‘

Ｒｅｃｈｔｅ）と・経済的収益性への近代的考慮とを混合したものであ
っ

　　た。後者の基準は州により異なり ，東プ ロイセ：／州では土地がやせていたため
，

　　純収益５００ターラーに定められ，ポーゼソ州では１，ＯＯＯモルゲンの土地所有に
，

　　 シュレージニ；／，ザクセ；／と西部二州は純収益１，Ｏ００ターラーに定められた。し
　　たがって・騎士領が分割されて・この基準を下廻ると騎士領でなくなる

。

　　　 ところで，国家はこの限度の維持に関心をもっ た。 下級官僚の低い給料を騎士
　　領収入で補うためにである。また，騎士領を保護することは，王に忠誠で，州議
　　会を安定させ，郡長資格のある階級の緯持をも意味した。その手段は，家族関係
　　者の同意を前提とする世襲財産（Ｆｉｄｅｉｋｏｍｍｉｓｓｅｎ）の設定であ

った（Ｅｂｄ ．， ５１９，

　　５２０）。

　　　世襲財産設定による，騎士領の最低挽模と収益の固定は，官僚資格をもつ階級
　　のための，自由農場市場に対する政治的干渉を意味した。世襲財産設定は，農場
　　を市場から切断することを意味するからである。旧等族勢力の強化とともに世襲

　　財産を阻害するものはなくなり ，西部におげるこの拡大は州議会において自由主

　　義ブルジ ョァジーの憤激の嵐をまき起したが，無駄であ った。１８３９年８月１２目の

　　閣令は・以前の貴族農場と非貴族的所有地の両方に世襲財産を設定することを認

　　めた。三月前期には，世襲財産は大きな役割を果さなかったが，自由経済領域へ
　　の侵害として，ライソ州において緊張を高めたのであ った（Ｅｂｄ

．，

５２２）。

　　　１８４０年にフリードリッヒ ・ヴィルヘルム四世は，一連の貴族門閥に対して，個
　　人投票または集団投票（Ｖｉｒｉ１－ｏｄｅｒ　Ｋｏ１１ｅｋｔｉｖｓｔｉｍｍｅｎ）によっ

て， 貴族称号と土
　地所有の固定〔世襲財産の設定〕とを結合することを許した。こうして，ベルギ
　　ュース（Ｂｅｒｇｉｕｓ）が確認したように，騎士層内部にｒ本来の新しい貴族階級」

　が生み出されたのである（Ｅｂｄ．５２２）。 特権は土地に附着するのみでなく ，人格と
　家族にも附着するものとな った（Ｅｂｄ ．， ５０９）

。

１１）Ｅｂｄ ・５１１なお・Ｖｇ１ＨＲ・… ｂ・・ｇ，Ｐ・・ｂ１・ｍ・ｄ・・ｄ・・ｔ・・ｈ・。Ｓ。。、。１。。
一

　ｓｃｈｉｃｈｔｅ，１４，訳，２８ぺ一ジ 。

１２）Ｒ・Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ・ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗｉｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ，６９０．より作成 。
１３），１４）　Ｅｂｄ

．，

５１５
．

１５）　Ｅｂｄ
．，

５１６－５１８
．

１６）　Ｅｂｄ
．，

５１５
．

１７）Ｈ・Ｒｏｓｅｎｂｅｒｇ・Ｐｒｏｂ１ｅｍｅ　ｄｅｒ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ｓｏｚｉａ１ｇｅｓｃｈｉｃｈｔｅ，２６，訳，４０，４１

　べ 一ジ。なお，ｒ問題の所在」を参照せよ 。

１８）　Ｒ・Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ・ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗｉｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ，５１５

　　　　　　　　　　　　　　　　（６ユ７）



１１４　　　　　　　　　　立命館経済学（第３６巻 ・第４ ・５号）

　１９）　Ｅｂｄ
．，

５１８－５１９
・

　２０）Ｅｂｄ
．，

５２５．一般的均等化は，初めに，１８１０年１０月２７目の法律で・直ちに行た

　　 う， と約束され，ついで，１８１１年９月７目の法律では
，今迄解放された老が賠償

　　すると確約して，ｒ非常に緩慢に，しかし確実な方法」で行たう・とされ・最後

　　に，１８２０年５月３０日の法律で，州等族の審議に委ねられた（Ｅｂｄ ．，

５２５）。

　　　たお，１８５０年２月２４目の法律に対する官庁建白書（ｄ
１ｅ　ａｍｔｌ１ｃｈｅ　Ｄｅｎｋｓｃｈｎｆｔ

　　 ｚｕｍ　Ｇｅｓｅｔｚマｏｍ２４．２．１８５０）におげる，全プ ロイセソの土地面積に対する地租

　　免除地の面積の割合は第２５表（Ｅｂｄ
・，
５２６）の通りである・なお・西部二州におい

　　ても
，シ
ュタソデスヘノレの所有地〔１８１５年６月２１目の命令〕と教会・学校の所有地

　　 〔１８３９年１月２１目の法律〕が地租を免除された。地租を完全に免除された私的農

　　場が存在していたのは，ザクセソ州， ブラソデソカレグ州とポメルソ州である ・

　　　　　第２５表　全プ ロイセソの土地面積に対する地租免除地の割合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位，１００万）

州 　　　全面積　　地租免除地面積
マクデブルク　モルゲソ）（マクテフルク ・モルゲソ）

ＰｒｅｕＢｅｎ
２５ ．３２

４． ８８

Ｐｏｍｍｅｒｎ １２．３５
６． ９１

Ｐｏｓｅｎ １１ ．５３
Ｏ． ７７

Ｂｒａｎｄｅｎｂｕｒｇ １５ ．７１
５． ７４

Ｓｃｈ１ｅｓｉｅｎ １５．９４
０． ７５

Ｓａｃｈｓｅｎ ９． ８９
１． ７２

Ｗｅｓｔｆａｌｅｎ ７． ９０

’
Ｒｈｅｉｎｌａｎｄ １０．４７

一

全　国　家
１０９．１２

東部諸州
９０．７４ ２０．７７

騎士が地租を支払ったぽあいにも・農民に比して優遇された
・東プニイセソ外一で

　は，貴族に地租（Ｇｅｎｅｒａ１ｈｕｆｅｓｃｈｏＢ）の一部を農民に転稼することが認められ ，

　シュレージエソ州では，１７４４年の分担割り当てにしたが って，教会農場は純収益

ｉ・・一・・％農民は・・％貴族農観国有農努官吏所有貰は２５％亡定めら咋
　が，騎士領にはｒ耕作改善（ ，，

Ｋｕｒｔｕｒｖｅｒｂｅｓｓｅｒｕｎｇ
‘‘

）」費であるＳｃｈ１ｍｍｅ１ｆｅｍ１ｇ

が査墓
されたので，。。。。年代には

，実際には純収益の・・一・・％であ った（・・…

　５２５－５２６）。

２１）　Ｅｂｄ
．，

５２７－５２８
・

２２）　Ｅｂｄ
。，

５２５－５２７
・

２３）　Ｅｂｄ
．，

５２９
・

２４）Ｅｂｄ ．， ５３０．たお，この結果
，地租の１６％と決められた家屋税（Ｇｅｂ註ｕｄｅｓｔｅｕｅ「）

　　　　　　　　　　　　　　　　（６１８）



　　三月前期のブロイセ川こおげる「農民解放」による農村杜会制度の変化（川本）　　ｕ５

　　もまた西部に多く課せられることにな った。西部二州のみで個人住宅の三分の一

　　が存在していたがゆえにである（Ｅｂｄ ．，

５２８）。

　　地租免除は１８６１年に廃止された。しかし，ｒ地租免除の廃止でもっ て始まっ た

　税負担の民主化は，　 ミーケルの財政改革（ｄｉｅ　Ｍｉｑｕｅ１ｓｃｈｅｎ　Ｆｉｎａｎｚ「ｅｆｏ「ｍ）に

　　より ，実際には再びあと戻りさせられた」（Ｈ・ＲＯｓｅｎｂｅｒｇ，Ｐｒｏｂ１ｅｍｅ　ｄｅｒ　ｄｅｕｔ－

　ｓｃｈｅｎ　Ｓｏｚ１ａ１ｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ，１９，訳，３２へ一ソ）。 なお，ミーケルの財政改革につい

　ては，藤本建夫，前掲書，を参照せよ 。

２５）階級税については，佐藤進『近代税制の成立遇程』東思大学出版会，１９６５年 ，

　２３７～２４１ぺ一ジ，大西健夫，前掲書，１６９～１７５ぺ一ジを参照せよ 。

２６）Ｒ・Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗｉｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　ＲｅＹ０１ｕｔｉｏｎ，５３２－５３５．四階級

　は，都市では，都市貴族・＞大市民・＞小市民・＞被保護市民（Ｂｅｉｓａｓｓｅｎ），農村で
　　　　　　フ　ラ　イ　ェ

　は，騎士ウ自由民ウ農民ウアイソリーガーまたは ロスロイテ，をホフマソは構想
　　した　（Ｅｂｄ ．， ５３２）。

２７）Ｅｂｄ
・，

５３３－５３４
．なお，利益も大きく ，悪名も高い火酒蒸溜特権は，シ ュレー

　ジニソの農場所有者の激しい反対にもかかわらず，１８４５年の営業令では無償で廃

　棄された（Ｅｂｄ ．，

５３４）。

２８）Ｅｂｄ
・，

５３４－５３６・ｒ階級税は富者を保護し，貧者を捕えた」。この結果，１８３７年

　までに２２％の人口増があ ったにもかかわらず，収入は６劣増に留まり ，階級税を

　公げに免除された者の数が，１８３０年の３３万人から１８４０年の４４万人，１８５０年の７１万

　人へと増大し，革命の年に農村下層の四分の一以上が収入をもたなかったといわ

　れる（Ｅｂｄ ．，

５３８）。

２９）　Ｅｂｄ
．，

５３９－５４０
．

３０）Ｅｂｄ
．，

５４０－５４１
．なお，１８４１年にポーゼソ州長官は，王の州議会決議のための

　秘密報告において，農民が到る処において読み，書きを知ら匁い，と報告してい

　る（Ｅｂｄ ・，

５４２）。
また，地区特権の存続について，Ｒ ．コ ゼレックはつぎのよう

　　　　　　　　　　ゲネラルコミツツオソ
　にも述べている。「総務委員会が遂行した，引き続く経済的分離にもかかわらず ，

　領地と村落一または新集落（Ｎｅｕｓｉｅｄ１ｕｎｇ）一は，農場所有者の裁判支配と警

　察権に服したままであ った。領主は扶助義務を敢り除かれたが，目常における支

　配権を一これと附着した貨幣敢得とともに一保持した。家産的司法行政（Ｐａｔｒｉ一
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲマイソデ　ｍｏｎｉａ１ｊｕｓｔｉｚ）を除去し，国家行政を村落にまで推しすすめようとしたハルデソ

　ベルクですら，少くとも農場領主の警察権は断念した。それを補い得る者がいな

　かったのである。古い慣習と生活状態はゆっくりとのみ，都分的にのみ解体し

　た。警察，教会と裁判は一あらゆる経済的運動にもかかわらず一伝統的に領主に

　結びついたまま留まり ，すぐ上の決定機関である郡長は，領主それ自身の一人で

　あり ，王を補佐する権威としてのみ看なされた。農村人口の世界は，殆んどこの

　　　　　　　　　　　　　　　　（６１９）
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　　行政領域，つまり郡の境界で終っていた」（Ｅｂｄ ・・
５４１）。

　３１），３２）　Ｅｂｄ
．，

５４２－５４３
・

　３３）　Ｅｂｄ
．，

５４４－５４５
・

　３４）Ｒ　Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，Ｓｔａａｔ　ｍｄ　Ｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ１ｎ　ＰｒｅｕＢｅｎ・９９・訳・４５９へ 一ソ 。

　３５）Ｈ　Ｒｏｓｅｎｂｅｒｇ，Ｐｒｏｂ１ｅｍｅ　ｄｅｒ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ｓｏｚ１ａ１ｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ・１８・訳・３２へ一

　　ジ 。
　３６）　Ｒ　Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗ１ｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎ・５４７－５４８　「経済

　　的改革が総務委員会により遂行されたのに対し，旧等族的警察権の残澤は存続を

　　つづげた。この残淳はとくに圧迫的なものであり ，領地と村落が分離され，それ

　　は経済的に有意義であると思われたのであるが，それにもかかわらず農場領主の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グーツホーフ
　　領主権は，それから解放された隷民に対して保持されつつげた。加えて，農場
　　と村落との分離とともに一１８１１年以来　領主は救貧負担に責任を負う義務をもは

　　や持たなかった。すなわち，かれは村落の救難互助団体（ＮＯｔｇｅｍｅｍｓｃｈａｆｔ）か

　　ら離れたが，村落を監視する資格は留まっ たのである。それゆえに，騎士は以前

　　の領地村落（Ｇｕｔｓｄｏｒｆｅｍ）に対する利害関係の喪失を免かれた。かくして，こ

　　 こでは間もたく ，三月前期の終り頃，国家が全杜会に対してもはや成し遂げるこ

　　とのできない諸間題が，小さな観模において生じてきたのである」（Ｅｂｄ ．，

５４７－

　　５４８）。

　３７）　Ｅｂｄ
．，

５４８
・

　３８）　Ｅｂｄ
．，

５４９－５５０
・

　３９）　Ｅｂｄ
．，

５５２
・

　４０）　Ｅｂｄ
．，

５５０
・

　４１）Ｒ　Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，Ｓｔａａｔ　ｕｎｄ　Ｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ　ｍ　ＰｒｅｕＢｅｎ・９９・訳，４５９へ一：■ 。

　４２）　Ｒ　Ｋｏｓｅ１ｌｅｃｋ，ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗ１ｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎ・５５３

　４３）Ｈ　Ｒｏｓｅｎｂｅｒｇ，Ｐｒｏｂｌｅｍｅ　ｄｅｒ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ｓｏｚ１ａ１ｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ・１９・訳，３２ぺ一

　　　ジ 。

　僕碑と農業労働者　¢僕碑。プ ロイセソ改革以来，人格的自由の原理が導入

され，契約に基づく賃労働へと移行したが，僕稗は異った。僕碑は，領主と雇

主の家計に属し，家計と経営の未分離の表現として，被傭者と家計構成員とい

う一重の立場をもっ ていた。かれらは農業に従事する貧困家庭の子女で ，１４歳

から２５歳までの未婚者であ った。そして，殆んど少女と掃人からなる家内使用

人（ｈａｕ劃・ｃｈｅＤ・ｅｎｓｔｍａｄｃｈｅｎｕｎｄＤ
・ｅｎｓｔｂｏｔｅｎ）と，領主の農場で働く考およぴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６２０）
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旅館（Ｇａｓｔｈａｕｓｅｍ），農村砂糖工場や火酒蒸溜業といった非農業部門で働く者

とに分かれ，前者は１８２０年代に僕稗の１０劣，１８７０年代にほぼ２０劣を占め，後

者が９０～８０劣を占めていた。また，僕碑は世紀の中葉には勤労者（ｅｒｗｅｒｂｔａｔ１ｇｅ

Ｐｅｒｓｏｎ）の１８劣を占め，１８２０年代にはそれよりやや多く ，ユ８７０年代にはそれを

　　　　　　　　ユ）
僅かに下廻っていた 。

　かれらは，法的には特別の僕蝉条令（Ｇ．ｓｉ．ｄ…ｄｎｕｎｇ）に服し，それは１９１８年

まで存続した。その内容は，領主の命令に服さなけ汕まならないというもので ，

領主は１８５０年代になお懲戒権（ｄｉｅ　Ｚｕｃｈｔｉｇｕｎｇｓｒｅｃｈｔ）と病気等のさいの保護義

務とをもち，僕稗は領主の侮辱と無礼に耐える従属的立場に置かれた。僕稗労

働には明確な規定はなく ，法的，慣習的に，広範囲な仕事の枠内で，地区内で

屡々配置転換を行ないながら，いつでも働く義務があり ，賃金の大部分は宿泊

所と糧食の提供，すなわち領主の贈物（Ｇｅｓｃｈｅ・ｋｅ）であり ，契約に基づく貨幣

賃金は最小限のものであ った。また，１８４８／４９年の請願や１８７０年代初頭の請願

にもかかわらず，団結は禁止されていた。しかし，かれらは領主の家計のもと

で， 僅かな給付であれ，安定した地位を約束されていたのである 。

　かれらは，団結禁止のもとで，初期労働運動には全く参加したかったが，か

れらの多くは，後に工業や交通業等々の労働者となるか，労働者と結婚した 。

そして，かれらの僕稗奉公の経験が生成期の労働運動に一定の影響を及ぼした
　　　　２）
といわれる 。

　＠農業労働者。僕碑条令に服さない農業労働者も賃金労働者とは異った。か

れらは，工業，商業，交通労働者とは異 って，１９１８年まで僕稗と同様に団結が

禁止されていた。また，農業労働者の主力を形戎した農場目雇（Ｇ
ｕｔｓｔａｇｅ１ｏｈｎｅｒ）

と， 東プ ロイセソ州での呼称を用いるならぱ，イソステソ（ＩｎＳｔｅｎ）は，農場

と領地区域に属する村々では，１８７２年まで上述の領主の警察権のもとで，また ，

１８４９年まで領主の下級裁判権のもとで農場「隷民」（Ｇｕｔｓ ，，

Ｕｎｔｅｒｔａｎ
‘‘

）として ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
領主に労働と生活を管理されたのである 。

　農業労働者は農場日雇とイソステソ，およびｒ自由た」農業労働者に大別さ

れる。前者は，既述のように殆んどが土地に拘束されて農場に統合され，古い

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２１）
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関係が新しい法的形態において存続して，雇主の監督下に置かれた。賃金とし

ては，農場目雇またはイソステソが明確に解約告知を行なわたい限り継続する ，

事実上の長期契約の基礎上で，農場領主〔または一部農民〕が大部分現物の彩態

で支払った。すなわち，ｉ）一部領主の馬と農具を借りて耕す小土地の自由た

使用，ｉｉ）領主の屋敷または農場におげる家具つき宿舎，ｉｉｉ）かれらの所有す

る家畜の飼料と燃料，１Ｖ）かれらの打穀した穀物の一定割合〔自已消費と一部は

さらに販売〕，Ｖ）年所得の僅少部分を占める貨幣，が支払われた。また，農場

目雇とイソステソは，時折かれの妻および子供〔僕媒〕とともに，臨時の貨幣

を得るために，領主の屋敷で働かなげればならたかった。このように，領主に

身分的に従属しながらも，かれらの生活は，打穀分前の販売を除いて，全体と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
して市場依存的ではなく ，経済的には比較的安定していた 。

　１８３０年代以降，交通制度が整備していき，農産物価格が上昇するにつれ，農

場所有者，農場管理人（Ｇｕｔｓｖｅｒｗａ１ｔｅｒ）または農民は，団結権をもたたい正規

の賃労働者として「自由な」農業労働者〔目雇〕を雇傭するようにな った。か

れらは，所得も消費も市場に依存し，１８４０年代以降かれらの数と割合が増大し

てくるにつれ，農場領主と農場日雇およびイソステソとの家父長的杜会関係も

弛緩していき，世紀の中葉以降，後者が農場を去って都市に移動する自由を獲

得してい った。「自由な」農業労働者〔目雇〕は，ｉ）借家生活をし，現金収入

を得たが，ｉｉ）農場では年の一部のみ働き，残りは失業するか，家内労働・鉄

道建設等の他部門で労働を行ない，同時代人の表現では，ｒ圧倒的に惨めで ・

平安の時のない」生活を送ったが，１１１）夏季になると，農場労働により他の下

層より生活が良好になり ，ｉＶ）世紀の後半には，ポーラソド，ガリチア，ロシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
ア西部，イタリアからの出稼ぎ労働者が急速に増大していった 。

　しかし，１８７０年代まで農業部門におげる賃金労働者の移成と階級杜会構造へ

の移行は限定されたものであり ，イソステソおよび同類の労働者が・アイソリ

ーガーその他の「自由た」農業労働者数より多数を占め，１８６０年の統計では農

場目雇と「自由な」農業労働者は，プ ロイセソ全体ですべての勤労者のはぼ１５

％のみを占め，農業都門での純粋賃金労働者は少数現象であ った・そして・大

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２２）



　　　　三月前期のブロイセソにおげる「農民解放」による農村杜会制度の変化（川本）　　 １１９

農場の農業労働者の問に，領主への不信と従属とが混合した，特殊な道徳感と ，

忠誠を基礎とした特殊な一体感が形成され，農業以外の労働者との触れ合いは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
非常に限定されたものに留まっ たのである 。

　こうした結果を招来した主要な原因として ，１）団結権の禁止，１１）１８５０／６０

年以降，農業労働者の都市への移動が増大し，この「農村離脱（ ，，

ＬａｎｄＨｕ・ｈｔ ‘‘）」

により ，もし農村に留ったならぱ，農業労働者運動の指導者となったであろう ，

上向意欲をもっ た農業労働者が都市に流出したこと ，ｉｉｉ）１８７０年代初めより
，

トイソ杜会民主党が農業労働者の支持政策を開始し，一定の成果を収めたが ，

１８７８～１８９０年の杜会主義者鎮圧法（Ｓｏｚ１ａ１１ｓｔｅｎｇｅｓｅｔ・）により
，その成果を根こ

　　　　　　　　　　　　　　７）
そぎ失ったこと，があげられる 。

　こうした騎士領所有者の「司直権」のもとへの農業労働者の統合が，トイソ

帝国形成以降の・直接・平等，普通，秘密選挙に基つく帝国議会（Ｒｅ・ｃｈｓｔａｇ）

のなかへさえも・法的不平等に基つく身分制の要素を持ち込んだのである
。

「帝国議会選挙でさえも，行政上の農場領主制は，なお依然として，ｒ革命党の

努力にたいして１国家と杜会のために，信頼すべき，不可欠の支柱』であるこ

とが明らかとな った。農村下層がますます杜会民主党の影響を受げていってい

るにもかかわらず，…… 家父長的事情が存続していたところでは，農場労働者

は， 密集縦隊をなして管理人の監督のもとに畑から投票場へ行進することがま

れではなか った。それから投票所て，かれらに『正しい』投票用紙が握らされ

て・ 通常管理委員長を務める農場領主一管区長がもの柔らかにこの投票用紙を

受げ取ったのであり ，そのさい，かれは，ときとして，空の葉巻箱や蓋をとっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
たままのスープ鉢を，投票箱として使用したのである」 。

　以上のように・ｒ騎士層は・国家経済的には統一的な，保護された職業身分

とた った。それを実現する途上で，騎士層は特有の，特殊な経済政策的利害を

もっ た一階級に転化したのであ った。しかし，騎士層は，伝統的な諸特権によ

って生きつづげる一階級であったのみでなく ，かれにはまた，新しい政治的権
　　　　　　　　　　　９）
利が与えられたのである」。そして，「騎士の影のもとで農民は生活した。私法

的には独止し・政治的には身分として認知されたが，経済的には，かれらはな

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２３）
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お以前の領主に多くの貢物を給付した。自由な経済杜会の内部では，かれらは

言葉の新しい意味での下層『中間層』に属したが，言葉の古い意味ではつねに

なお騎士層の支配下に置かれた。騎士層が郡警察制度と裁判制度を握っていた

　　　　　　　　　　フオルク
時には，騎士層は王と国民の問の仲介者と心得ていたのであった。経済的自由

と政治的半隷民性（Ｈａ１ｂｕｎｔｅｒｔａｎ・ｇｋｅ１ｔ）の間の，この農民の中問状態を除去す

ることが革命の目標であり ，就中，例えぱ二一ダーシ ュレージェソのように農

　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ０）
民層が強力であった所ではそうであ った」 。

　しかし，革命は挫折し，この中間状態は１９１８年まで存続することになるので

ある。ここでは騎士領所有者と農民およひ農業労働者の関係は，身分制を積杵

として階級関係を生み出したが，階級関係に身分制が強くまとわりつき，農民

と農業労働者が経済的自由と政治的半隷民性の中問状態に留まっ たことに注意

しておきたい 。

　ここで，最後に，以上のような騎士層と農民の関係がどのような政治的作用

をもっ たのか，を，官僚政治の相対的自立性との関連を念頭において，考察す

ることにしよう 。上述のように，騎士層には新しい政治的権利が与えられた 。

騎士領所有者，とくに貴族的所有者は州議会と委員会（Ａｕｓｓｃｈｕｓｓｅ）において主

導的役割を果した。また，かれらは郡議会を自由にし，郡長を任命した。そし

て， 工業化への起爆により階級杜会的利害が州議会に浸透してくると，騎士領

所有者として郡長を州議会に送り込み，そこでの身分制と官僚政治の相対的自

立性を維持する防波堤にしたのである。その基礎には，東エルベ地域農村にお

げる，既述の一連の伝統的支配権の保持が横たわっており ，州，郡，町村 レベ

ノレでの政治的身分権でもっ て， 身分的名誉を維持するための経済基盤を創出し

たのであ った 。

　「郡と州 レベノレでは，騎士領所有者階級は，政治的身分権でもっ て新たな特

権を与えられ，それによっ て， なによりもまず，経済的利害を守ることができ

た。 町村 レベルでは，騎士は結局，古くからの，かなりの伝統的な支配権を維

持した。ここでは，かれらは，到る所で　　すべての州においてではないが

　　古い言葉の意味で身分を彩成した。もちろん，この権利と関連づげられて

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６２４）
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いた救護または貧民救済（Ｆｕｒｓｏｒｇｅ　ｏｄｅｒ　Ａｍｅｎｈ１１ｆｅ）の義務を担う必要なしに

　　ユ１）

である」 。

　こうして，「上から」与えられた政治審議と国への請願権とに政治的権利が限

定されていた州議会に対して，さらにこれに加えて貴族的騎士領所有者の身分

的優位が確保されることにより ，すなわち前または半議会主義的構成により ，

君主の官僚としての行政執行の相対的自立性が助長されたのである 。また，「貴

族的騎士は，宮廷での杜交を通 ’じて中央各省に影響を及ぼした。個人的に不可

能な時には，君主に通 ’じる……縁故の水路を通じて影響を及ぽした。州議会の

なかで，かれらは　般的立法を阻止し，町村 レベルでは，できるだげ経済的自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
由化が，政治的結果においては枝を払われるように配慮した」。このように騎士

領所有考は，州議会におげる身分制的構造を維持して，官僚政治の相対的自立

性を助長したのみでなく ，宮廷を通じて中央各省に働きかげ，官僚政治そのも

のにも多大の影響を与えたのである。既述のように，経済的自由化の成果を ，

政治的には王政復古の方向と東都の杜会構造への同化の　般的傾向へと導き ，

経済的成果を政治帥こ罰したところに，その政治への影響力の成果が表現され

ている 。

　こうして，騎士層はｒ排他的な封建的な職業身分を形成し，……（後にＩ ，

〔Ｉ〕，１ ，（３）の７）で詳しくみるように一引用者）『民主化された』将校や高級官僚

のヒエラルヒー は， 貴族的杜会集団として，また格別に特権を与えられた別個

の職業集団として，かれらのステイタスを守り通すことに成功した。たとえ ，

基本的には，新規採用人事や昇進が，市民的な教育原理や能力原理によっ て決

定され，もはや出自や縁故によっ て決定されはしたかったにせよ，そうであ っ
ユ２）

た」。ここで二点に留意しておきたい。一つは，騎士層の州議会における身分

制維持への影響および官僚政治への影響力の基礎に，東エノレベ地域農村におげ

る農民と農業労働者に対するかれらの領主的地位が据えられていた点，および ，

二点目として，プ ロイセソ改革以降も，中間層がｒ身分制を代表する職業集

団」として立ち現われ，１９１８年までプ ロイセソとドイソにおいて中間層間題が ，

体制の安定化要素として絶えず問題となるのも，こうした東エノレベ地域の農

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６２５）



１２２　　　　　　　　　　立命館経済学（第３６巻 ・第４ ・５号）

村杜会構造を基礎にした政治的，杜会的，経済的状況を出発点としていた点 ，

である。ともあれ，プ ロイセソとドイツにおげる階級杜会モデ ノレ と身分制杜会

モデノレの混合関係を考察しようとするさい，東ニノレベ地域農村の土地所有をめ

ぐる政治的，杜会的，経済的関係を抜きにして論じることはできないであろう 。

　つぎに，本題に帰って，「三月革命」を境とする議会制度の変化と官僚政治

の相対的自立性の間題の考察にすすむことにしよう 。

１）Ｊ　Ｋｏｃｋａ，Ｌｏｈｎａｒｂｅ１ｔ　ｕｎｄ　Ｋｌａｓｓｅｎｂ１１ｄｕｎｇ，７３－７４　たお，僕碑については ，

　若尾祐司『トイソ 奉公人の杜会史　近代家族の成立一』ミ不ルヴ ァ書房，１９８６

　年，９３～１２７，１５１～２０８ぺ一ジ，をも参照せよ 。

２）　Ｊ　Ｋｏｃｋａ，Ｌｏｈｎａｒｂｅ１ｔ，７４－７５

３）　Ｅｂｄ
．，

７６，７８，８３
．

４）Ｅｂｄ ・， ７７－７８・なお，農場日雇とイソステソの所得のなかでの貨幣部分は，１８７０

　年代中葉に，東プ 艀イセソ州で１４％，ポメルソ州２０％，ブラソ デソブルク州３８

　％，シ ュレスヴィヒ ・ホルシ ュタイソで４５％，シュレージニソとザクセソ州では

　５０％以上であ った（Ｅｂｄ ．， ８２）。

５）Ｅｂｄ ．， ７９．なお，三月前期に農民は，地域によりさまざまな彩態をとっ ていた

　とはいえ，小農民や土地をもたない者（Ｌａｎｄ１ｏｓｅｎ）とともに，農場領主の支配下

　に置かれていた。したがって，ｒ三月革命」までは，農民から発する封建支配の

　残津〔領主特権，１８２０年代以来償却が慶々停滞したことに伴う貢租，賦役の残存

　等〕への抗議が，農業部門よりの抗議の圧倒的部分を占めた。そして，時とし

　て，この抗議は小農民や農業労働者の支持を得ていた 。

　　しかし，ｒ三月革命」後，農業改革が促進され，抗議の重点が農場領主と農民

　との対立から，村落（ＤＯｒｆｇｅｍｅｍｄｅ）内部の緊張関係へと移行していった。す

　汰わち，一部完全農民に対する小農民や土地をもたない労働者の苦情と要求が前

　面化したのである 。１８４８年にすでに，完全農民に対してンユレーソエソ，ザクセ

　ソ，メクレソブルクから大農民地（ｄ１ｅ　ｇｒＯＢｅｒｅ　Ｂａｕｅｍｈｏｆｅ）の分割と貧民への

　分配，賃金と労働条件の改善の要求や，１８２０～１８４８年の問に分割された共同放牧

　地や森林地を旧に復し，ｒ良き，古き権利」を再建する要求が提起されていた 。

　とりわげ，共有地分割への批判は強く ，ポメルソのホイスラーやアイソリーガー

　は，「共有地分割により農民が貴族（Ｅｄｅｕｅｕｔｅ）になり ，われわれが乞食にな っ

　た」とさえ主張したのであ った（Ｅｂｄ ．， ８０－８１）。

６），７）　Ｅｂｄ
．，

８２－８３
．

８）Ｈ　Ｒｏｓｅｎｂｅｒｇ，Ｐｒｏｂ１ｅｍｅ　ｄｅｒ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ｓｏｚ１ａｌｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ，３７－３８，訳，５４

　　　　　　　　　　　　　　　　（６２６）



　　三月前期のプロイセソにおける「農民解放」による農村杜会制度の変化（川本）　　 １２３

　～５５ぺ一ジ 。

ｇ）　Ｒ．Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，ＰｒｅｕＢｅｎ　ｚｗｉｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ，５５５ ．

１０）　Ｅｂｄ
．，

５５６
．

１１）　Ｅｂｄ
．，

５５５－５５６

１２）　Ｅｂｄ
．，

５５６
．

１３）Ｈ．Ｒｏｓｅｎｂｅｒｇ
，Ｐｒｏｂ１ｅｍｅ　ｄｅｒ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ｓｏｚｉａ１ｇｅｓｃｈｉｃｈｔｅ・１７・訳，３０ぺ一

　ジ。たお，将校についてはつぎのように云われている 。「１８４０年においてもなお ，

　貴族でたい将校には，佐官以上になって初めて『閣下（ ，，

Ｈｏｃｈｗｏｈ１ｇｅｂｏｒｅｎ
‘‘

）』

　の尊称が授げられたのに対し，すべての貴族には，それゆえ最年少の士官にも ，

　自然にこの尊称が与えられる慣例が認められていた」（Ｒ．Ｋｏｓｅ１１ｅｃｋ，ＰｒｅｕＢｅｎ

　ｚｗｉｓｃｈｅｎ　Ｒｅｆｏｒｍ　ｕｎｄ　Ｒｅｖｏ１ｕｔｉｏｎ，５５５）。

（６２７）




